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大崎市立沼部小学校 

校長 吉 田 浩 之 

あの日を忘れない ～震災から３年 野蒜編～ 

震災から３年目，宮城県図書館勤務から東松島市立野蒜小学校勤務を命ぜられました。

野蒜小学校は校舎の１階天井部分まで浸水したことで，校舎が使用不能となりました。海

岸から１．２ｋｍ離れていたのですが，ここまで，波が来たということに驚きしかありま

せんでした。東松島市鳴瀬庁舎の大会議室等を使って学校が再開し，その後，民間の高齢

者施設の一角を借りての仮設校舎となりました。その敷地は東松島市鳴瀬体育館のそばで，

市の方針により，体育館を校舎の一部として使わせてもらっていました。野蒜小学校では，

９名の児童が津波の犠牲となり，校舎も使えなくなったことから，仮設校舎の敷地に１０

本の鎮魂の桜が植えられていました。赴任した日，その桜のつぼみがかなり膨らんでおり，

複雑な思いで仮設校舎の玄関に入りました。 

私は，海水浴や，潮干狩りでよく野蒜方面に行っていました。野蒜小学校に勤務するこ

とになり，通勤経路等を確認しながら，被災した校舎に行ってみました。にぎやかだった

学校の周辺は，跡形もなくなっていました。「あそこには民宿があったなぁ。このあたりに

あった食堂で食事したことがあったなぁ」などと思い返していると涙が止まりませんでし

た。自然災害の恐ろしさを改めて感じました。 

私は津波を経験していません。しかも学校現場とは違った場所に勤務していたので，被

災した学校で自分は何ができるのだろうと，不安しかありませんでした。それでも保護者

や地域の皆さんとお話できる機会が増え，少しずつ不安は消えて閉校に向かって進むこと

ができました。そこで聞いた話から，当時の様子をお知らせします。 

ほかにも避難所での様子や，仮設住宅に移ってからのことなど，いろいろな話を聴きま

した。共通していることは，日頃から何かしらの備えをしておくべきだということです。 

現在，野蒜小学校は閉校し，宮戸小学校と統合し，宮野森小学校となっています。校舎

も高台に新築されました。もちろん，私が過ごした仮設校舎はもうありません。 

３回に渡って，私が経験した東日本大震災について簡単に紹介しました。あの時のことを思い出して，つ

らい気持ちになってしまった方もいらっしゃるかもしれません。お詫びします。でも，伝えていくのが大人

の務めではないかと思っています。読んでいただきありがとうございました。 

○ 津波は，１０ｃｍ，２０ｃｍ，３０ｃｍと体育館に入ったのち，一気に２．９ｍまでの高さになった。避

難者は，緞帳や浮いているものにつかまり，さらには，２階のギャラリーに逃げた人たちが，卒

業式の紅白幕のロープやカーテンを下げて救助にあたった。私も助けられ，その後，声をか

け，救助を行った。特に若い教職員は，まだ水が引かない中，下に降り，救助にあたった。 

○ 体育館の裏が山であり，体育館へ大きながれきが入ってこなかったため，津波が渦を巻き，

その後徐々に引いていったのでゆっくり救助することができた。 

○ 体育館の外では，車で流された人，破壊された家の屋根に閉じ込められた人たちも体育館

から外に出て救助を行った。 

 


